






































写真 2　1958 年竣工当時の現 6号館（旧図書館）
図 1　1958 年当時のキャンパス配置図
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博物館構想検討ワーキンググループ
日本常民文化研究所附設博物館構想について
　さて、こうした「メディアテークキャンパス」構想の中で、学生を刺激する重要な施設として博
物館創設の構想が重要課題として出現してきました。同時に、新キャンパスへの改修にあたっての
諸施設建築の建て替え構想も必然的動きとして沸き起こりました。
　そうした中で、新キャンパスへの改修とともに開学 100年の歴史性を如何にキャンパスとして維
持し表現していくのかという問題も重要課題として議論されたのです。その中で、現 6号館（図
1・写真 2）は、戦後の大学創設時の図書館であり、また、中庭の正面に位置するなどかつてのキャ
ンパスの象徴的建築でもあったことを踏まえ、建物を保存し、かつ、新キャンパスの重要施設とし
ての博物館に転用する構想が生まれたのでした。そしてまた、その博物館こそ、学生はもとより、
日本、そして、世界に情報発信できる日本常民文化研究所の附設博物館がふさわしいという意見の
一致を見たのでした。
　改めて、将来構想を振り返ると、「人の交流と文化の『融和』、知識と実践の『循環』、教育と研
究の『融合』による 21世紀における『実学』を実現」というフレーズは、そのまま日本常民文化
研究所、さらには、非文字資料研究センター・国際常民文化研究機構という附置組織を含め、実践
している内容そのものを指しています。新
しいキャンパスにふさわしい博物館の情報
収集のために、他大学の博物館の視察など
を行ってきましたが、今後は、具体的にど
のような博物館を構想し、学生たちにはど
のような情報提供をしていくのかを定めて
いく時期を迎えました。新キャンパスにふ
さわしい博物館のイメージについて、皆様
からもアドヴァイスをいただきながら、実
現に向けての活動を積極的に進めていきた
いと思っています。どうぞ、よろしくお願
いいたします。
